
5取手アートプロジェクト（TAP）は、1999年より市民と取手市、東京藝術大学の三者が共同でおこなっているアートプロジェクトです。若いアーティストたちの
創作発表活動を支援し、市民のみなさんに広く芸術を体験する機会を提供することで、取手が文化都市として発展していくことを目指して活動を続けています。
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－郊外のまち茨城県取手市で、21年続くアートプロジェクト
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第五号

「みんなでつくる食堂」を目指して、プロジェクトがはじまった！ 取手市小文間の森のなか、芸術家やスタッフ、生産者や協力者が日々奔走する、おいしい、ここ

にしかない食堂づくり。日替わりランチもテーブルも、つくれるものは手づくりで。身体も表現も、日々口にするものでできている。ごはんを囲む窓の外では開墾

だってはじまります。「食」を大黒柱に、自然とつながるこの場所は次の社会を切り拓く力を生み出すことができるでしょうか。さまざまな活動への扉がひらきます。

ただの学食じゃない、藝大食堂

食べて、つくる!

藝大食堂へようこそ

取手のひと
取手のしごと

たいけん美じゅつ場
オープン！
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半農半芸10年の旅
岩間賢×羽原康恵

食べると芸術
応援できます
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食べる、表現に触れる。つくる、しっかり考える。「藝大食堂」では、
集まった人の好奇心から活動がはじまり、すこしずつ衣食住のあち
こちへと広がりつつあります。春夏秋冬、自然と芸術につながる藝
大食堂を、ぜひ味わいに来てくださいね。

　
藝
大
食
堂
は
、
茨
城
県
取
手
市
小
文
間
の
丘
の

上
、
東
京
藝
術
大
学
取
手
キ
ャ
ン
パ
ス
の
林
の
な

か
に
あ
り
ま
す
。
大
き
く
光
が
入
る
食
堂
の
窓
外

に
は
、
季
節
ご
と
種
々
の
草
木
が
の
び
の
び
育
ち
、

さ
ま
ざ
ま
な
鳥
の
声
が
聞
こ
え
る
の
ど
か
な
環
境

で
す
。
食
堂
前
の
は
ら
っ
ぱ
に
は
野
外
作
品
の
制

作
に
勤
し
む
学
生
が
い
た
り
、
陶
芸
専
攻
の
研
究

者
に
よ
る
野
焼
き
の
風
景
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

　
こ
の
学
生
食
堂
が
、
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
T
A
P
）
に
よ
る
運
営
に
切
り
替
わ
っ
た
の

は
2
0
1
7
年
の
夏
。
T
A
P
の
長
期
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
《
半
農
半
芸
》
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る

岩
間
賢
（
い
わ
ま
さ
と
し
）
を
食
堂
の
統
括
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
に
迎
　
　
　
　
え
ま
す
。

　
と
は
い
え
食
堂
運
営
な
ん
て
全
く
の
は
じ
め
て

の
こ
と
。
右
往
左
往
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
前
に
岩
間

が
描
い
た
の
は
、
食
を
中
心
に
自
然
と
つ
な
が
る

「
み
ん
な
で
つ
く
る
食
堂
」。
テ
ー
ブ
ル
の
天
板
や

椅
子
の
座
面
を
張
り
直
す
手
作
業
か
ら
食
堂
づ
く

り
が
は
じ
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
2
年
半
の
現
在
、
藝
大
で

学
ぶ
若
い
芸
術
家
た
ち
の
活
動
を
支
え
る
食
堂
運

営
を
ベ
ー
ス
に
、
こ
の
場
所
を
地
域
に
ひ
ら
か
れ

た
活
動
拠
点
と
し
て
、
自
由
な
表
現
を
生
み
出
し

て
い
こ
う
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
動
き
出
し
て

い
ま
す
。
変
化
す
る
風
景
を
覗
き
に
き
ま
せ
ん
か
。

食堂・カフェ・売店
食堂のベースとなる「食」は、「学食のレベル
じゃない‼」と他大学の先生が叫んだ（とい
うほどの）おいしさ。手間ひまかけた、ほぼ
全てが手づくりの日替わりメニューがお待ち
しています。ぬか漬け、ドレッシングも自家製。
食品ロス・残食率の少なさも自慢です。学
外のお客様にご利用いただくと、その収益
が学生や芸術文化事業に還元される仕組
みです。芸術制作も日常生活も体が資本。
食べたものが体力も発想もつくるから、しっ
かり食べてくださいね！ フェアトレードの生豆
を使った自家焙煎コーヒーも人気。日替わ
りのパンと一緒にカフェタイムも楽しめます。

食
べ
る

Cafeteria and �
op

ランチメニューは日替わり定食とオリジナルカレーの2種類  ※3名様以上でのお食事は事前予約のご協力をお願いいたします。

井野団地ではおなじみの「とくいの銀行（深澤孝史）」が食堂にも

版画家 宮寺さんの指導で紙すきの難しさも面白さも体感。完成品を手にしたときの感動もひとしお

※食堂の運営・施設管理は、TAPの運営事務局であるNPO法人TAPオフィスが東京藝術大学より受託しています。

藝大食堂ギャラリーでの多種多様な凧の展示

実験のように煮出した植物を漉して色を抽出

参加者が装飾したつぼでお芋がじっくり焼かれます

廣瀬祥大《屋久島から取手に旅行へ》

藝大食堂｜geidaishokudo.com 
a茨城県取手市小文間5000 東京藝術大学取手校地福利施設内
d［ランチ］11:30–14:00 L.O. ［カフェ・売店］10:00–16:30 L.O.

e［定休日］土日祝・大学の休校日（8–9月と2–3月は長期のお休み）
b050-5248-5571（営業日の10:00–16:30） 

耕すプロジェクト
開設から約30年の間に、自然が大いに隆
盛になってしまった藝大取手キャンパスの
野外環境に手を入れていく「耕す人」チーム
が2019年秋に発足。まずは耕す下準備と
して、藝大食堂を取り囲む森の繁りすぎた
樹木の伐採を進めています。
また2020年には芸術家と学生、地域の人
がいっしょに育てる藝大ヤギプロジェクトが
小沢剛研究室との連携で始動予定！近日、
藝大取手校地で草をはむヤギの同居がは
じまります。

耕
す

Ploughing

ショーケース&
ショーケース・イン・ザスクリーン
食堂のエントランスでは、使われなくなった
食品サンプルケースがマイクロギャラリー
「ショーケース」に変身して来客を迎えてい
ます。2019年度からは映像のショーケース
も合わせてスタート。小沢剛（展示）と藤岡
勇人（映像）によるキュレーションで、若手
作家の活動を紹介し、各回の作品をテーマ
にした食のイベントも開催しています。

すごし方研究室
食べるだけじゃない、藝大食堂とその周辺
での多様なすごし方を実践してみて収集中。
年に一度の藝大取手校地オープンキャンパ
スへの参加や、芸術家の暮らしと表現の密
接なつながりを体感する「超・くらし研究会」、
好きなことを持ちよってすごす「すごす日
Fes」などいろんな切り口で試しています。

触れる
Intera�ing

藝大ファクトリーラボ×
TAP《半農半芸》0 to1プログラム
取手校地の工房群の設備とスキルを活用し、
さまざまなプロジェクトを実施する藝大ファ
クトリーラボと連携して、自然の素材を源に
ゼロからものをつくりだす制作体験プログラ
ム。芋掘りをし、土の塊からつぼが生まれる
過程に立ち会い、装飾したつぼで芋を焼い
て地域の方にお振る舞いする「つぼやきい
も」。楮の加工から紙漉き、凧の成形、自然
素材から色の抽出と彩色を体験し、完成し
た凧を空にあげる「大空凧」。芸術家が伴走
して、じっくり通年で制作しています。

つ
く
る

Creating

写真左｜カフェタイムは有機豆を使った自家焙煎コーヒー  写真中｜ランチタイムの風景  写真右｜おかわり・お残しNG、渾身のひと盛り

おいしいごはんを
日々研究中です！

仲間募集してます
若者もおいで！

気軽に食べにきて
くださいね

よってらっしゃい
みてらっしゃい

人とは違う目線で
眺めてみるのも
いいよね。

お世
話に
なっ
てい
る

畑で
芋掘
り！

紙から漉いた凧で
凧あげ！

身障者ポニーの会さんの
コッペパンを使ったスペ
シャルサンドとコーヒー

←写真上｜耕す活動後の
ひととき。ディレクター特
製焼きおにぎりを囲んで
写真下｜取手校地を踏査
した雑草学の専門家と歩
いて植生を学ぶ

次頁、食堂のルーツを語る！

GEIDAI SHOKUDO
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10
年
を
か
け
る
旅

羽
原
康
恵
（
以
下
、
羽
原
）　
思
い
起
こ
せ
ば

震
災
後
、
改
め
て
岩
間
さ
ん
を
お
迎
え
し
て

《
半
農
半
芸
》
を
は
じ
め
る
に
あ
た
っ
て
、「
10

年
か
け
て
旅
す
る
」
と
い
う
リ
ー
ド
を
も
ら
っ

た
ん
で
す
よ
ね
。

岩
間
賢
（
以
下
、
岩
間
）　
10
年
か
け
て
取
手

市
内
を
点
々
と
し
な
が
ら
、
今
こ
こ
に
来
た
よ

ね
。
食
堂
の
お
や
じ
を
や
る
と
は
、
さ
す
が
に

10
年
前
に
は
思
っ
て
な
か
っ
た
け
ど
。

羽
原
　
確
か
に
《
半
農
半
芸
》
を
ベ
ー
ス
に
し

た
食
堂
を
や
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
は
青
天

の
霹
靂
で
し
た
。
取
手
に
東
京
藝
術
大
学
が
開

校
し
て
、
先
端
芸
術
表
現
科
と
と
も
に
T
A
P

が
生
ま
れ
た
時
も
、
食
堂
に
T
A
P
が
入
っ
て

い
く
な
ん
て
き
っ
と
誰
も
思
っ
て
は
い
な
か
っ

た
。
で
も
今
、
食
堂
が
ベ
ー
ス
に
な
る
こ
と
で

足
場
の
確
か
さ
が
あ
る
の
は
感
じ
て
い
ま
す
。

〝
食
〞
っ
て
い
う
ど
ん
な
方
で
も
親
し
み
や
す

い
入
り
口
か
ら
、
好
奇
心
を
引
き
寄
せ
る
求
心

力
の
あ
る
場
が
ひ
ら
け
は
じ
め
た
な
と
い
う
こ

と
と
、
も
し
助
成
金
が
な
く
な
っ
て
も
活
動
が

な
く
な
り
は
し
な
い
ぞ
、
と
。

な
ぜ
、
10
年
を
か
か
げ
た
ん
で
す
か
？

岩
間
　
学
生
時
代
、
1
9
9
7
年
に
新
潟
の
坪

野
で
の
棚
田
や
古
民
家
に
手
を
入
れ
る
活
動
を

し
て
い
た
時
の
経
験
か
ら
、
な
に
か
つ
く
る
に

は
そ
れ
ぐ
ら
い
か
か
る
体
感
が
あ
っ
て
。
茅
葺

き
古
民
家
一
つ
と
っ
て
も
、
ま
ず
茅
を
2
年
分

刈
っ
て
た
め
て
、
茅
ふ
け
る
ま
で
4
年
か
か
る

の
？
み
た
い
な
。

も
う
一
つ
は
中
国
で
の
滞
在
が
6
年
目
で
終
わ

っ
た
こ
と
。
向
こ
う
に
建
て
た
ア
ト
リ
エ
が
立

ち
退
き
で
取
り
壊
さ
れ
て
。
5
年
く
ら
い
で
は

た
ど
り
着
か
な
い
ん
だ
な
と
い
う
感
覚
は
あ
っ

た
。
作
品
つ
く
っ
て
い
て
も
、
1
年
で
は
つ
く

れ
な
い
。
粛
々
と
つ
く
っ
て
積
み
上
げ
て
、
振

り
返
る
と
10
年
っ
て
い
う
の
は
あ
る
と
思
う
け

ど
。《
半
農
半
芸
》
の
こ
こ
ま
で
も
、
現
実
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
い
う
よ
り
は
、
半
分
「
で
き
る
の
か

な
」
に
近
か
っ
た
。
最
初
こ
の
話
を
聞
い
た
と

き
、「
ひ
と
り
で
や
る
も
の
じ
ゃ
な
い
な
」
と
。

ひ
と
り
じ
ゃ
で
き
な
い

羽
原
　「
ひ
と
り
じ
ゃ
で
き
な
い
」
と
い
う
の

も
新
潟
で
の
経
験
値
か
ら
？

岩
間
　
東
日
本
大
震
災
で
の
被
災
地
で
の
瓦
礫

撤
去
な
ど
の
経
験
も
影
響
し
て
い
る
と
思
う
。

羽
原
　
震
災
の
と
き
は
、
石
巻
の
雄
鹿
半
島
に

入
っ
て
現
場
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
よ
ね
。

岩
間
　
震
災
以
降
、
美
術
も
変
化
が
あ
っ
た
。

今
で
こ
そ
耳
慣
れ
た
、
ア
ー
ト
・
コ
レ
ク
テ
ィ

ブ
（
※
1
）
と
同
じ
こ
と
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど
、

そ
の
当
時
は
そ
ん
な
言
葉
は
ま
だ
な
く
て
。
作

家
が
1
人
で
や
っ
て
い
て
も
物
事
は
な
か
な
か

動
か
な
い
か
ら
集
合
体
を
つ
く
ら
な
い
と
、
と

い
う
直
感
だ
っ
た
か
な
。

あ
と
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
あ
り
方
と
し
て
、

T
A
P
も
そ
う
だ
け
ど
、
作
家
が
地
域
の
人
と

組
ん
で
自
分
の
た
め
の
作
品
を
つ
く
る
、
と
い

う
ス
タ
イ
ル
は
古
き
良
き
時
代
の
形
じ
ゃ
な
い

の
？
っ
て
い
う
思
い
も
あ
っ
た
。
た
だ
作
品
を

つ
く
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
社
会
の
な
か
で
動
い

て
い
く
に
は
、
か
つ
加
速
さ
せ
る
に
は
、
共
同

体
が
必
要
。

羽
原
　
そ
の
共
同
体
を
つ
く
る
た
め
の
10
年
で

も
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
表
現
者
を
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
選
ぶ
と
き
、
こ
の
人
と
、
と
い
う
基
準

は
あ
っ
た
ん
で
す
か
。

岩
間
　
生
き
る
こ
と
と
つ
く
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
働
き
方
を
持
っ
て
い
る
人
。
有
名
無
名
で

言
え
ば
、
世
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
を
賑
わ
せ
て
い

る
人
で
は
な
く
て
、
で
も
間
違
い
な
く
丁
寧
に

制
作
し
て
い
る
人
た
ち
。
共
同
体
と
し
て
の
名

称
は
持
っ
て
な
か
っ
た
け
ど
、
生
き
る
た
め
に

つ
く
っ
て
い
る
人
を
選
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

羽
原
　《
半
農
半
芸
》
で
取
手
に
迎
え
た
表
現

者
の
み
な
さ
ん
は
、
真
摯
に
ス
ト
イ
ッ
ク
に
、

自
分
が
ま
ず
ど
う
自
然
と
つ
な
が
っ
て
生
き
て

い
る
の
か
を
基
礎
に
表
現
活
動
を
考
え
続
け
て

い
て
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
な
か
で
、
そ
ん
な
振

る
舞
い
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
そ
こ
に
関

わ
る
人
も
自
分
の
感
覚
を
否
が
応
で
も
確
か
め

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
の
意
味
で

は
、
哲
学
的
で
も
あ
る
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の

ル
ー
ト
を
追
体
験
し
て
、
自
然
の
原
理
を
実
感

す
る
こ
と
に
も
な
る
。

岩
間
　
ぼ
く
の
原
風
景
に
は
、
自
然
に
向
き
合

っ
て
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
で

き
る
こ
と
を
持
ち
寄
る
、
っ
て
い
う
結
の
感
覚

が
あ
る
の
か
な
。《
半
農
半
芸
》
と
名
付
け
ら

れ
て
〝
農
〞
が
入
っ
て
い
た
の
で
、
祭
り
と
か

田
ん
ぼ
を
や
る
と
き
の
教
わ
り
方
と
似
た
形
で

進
め
ら
れ
た
ら
、
や
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

生
き
抜
い
て
い
く

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

岩
間
　
ぼ
く
が
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ

る
の
は
T
A
P
が
ほ
ぼ
は
じ
め
て
だ
っ
た
か
ら
、

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
組
織
が
す
ご
く
脆
弱

だ
っ
て
い
う
の
は
、
何
年
か
経
っ
て
、
事
業
予

算
を
一
緒
に
計
画
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
働
く
条
件
ひ
と
つ
と
っ

て
も
中
長
期
的
な
保
障
は

な
い
し
、
助
成
金
や
補
助

金
で
や
っ
て
い
る
が
ゆ
え

に
不
安
定
で
も
あ
る
。
で

も
そ
の
一
方
で
、
自
分
で

売
り
買
い
し
て
な
い
と
い

高須での年に一度のマルシェにはトンデ空
静の舞踏が登場。毎年心待ちにする人も

←写真左｜稲500坪での放射線測定。ガイ
ガーカウンター片手に土地の状況を自ら
確かめた／写真右｜初期の《半農半芸》の
活動を支えた軽トラック「アーとら」

コ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム《
半
農
半
芸
》が
定
ま
る

椿
昇「R

A
D

IK
A

L C
A

R
B

O
N

」再
来

（
T
A
P
2
0
0
4
出
展
作
品
）

東
日
本
大
震
災
、3
月
予
定
の
公
開
型
企
画
中
止

取
手
市
が
放
射
線
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
な
る

岩
間
賢《
半
農
半
芸
》デ
ィ
レ
ク
タ
ー
就
任

最
初
の
拠
点「
稲（
い
な
）5
0
0
坪
」

「
A
R
T
O
S
か
も
ル
ー
ム
」で
の
活
動
開
始

岡
博
美（
染
織
）、松
原
東
洋（
舞
踏
）と
の
活
動
開
始

サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
研
究
助
成
の
採
択
を
受
け

全
国
の
半
農
半
芸
に
関
す
る
事
例
調
査
実
施

風
景
と
食
設
計
室
ホ
ー（
食
）、鈴
村
敦
夫（
燻
製
）、

チ
ョ
ウ
ハ
シ
ト
オ
ル（
つ
ぼ
や
き
い
も
）、塩
月
洋
生（
住
）

tn
d

esig
n

（
デ
ザ
イ
ン
）と
の
活
動
開
始

A
R
T
O
N
E（
利
根
町
）と
楮
の
育
成
連
携
開
始

元
農
協
出
張
所
を「
高
須
ハ
ウ
ス
」と
し
て
改
修
着
手

「TA
K

A
S

U
 H

O
U

S
E

（
高
須
ハ
ウ
ス
）」オ
ー
プ
ン

T
A
P
事
務
所
を「
高
須
ハ
ウ
ス
」に
移
転

●●●●●🅸●●●●🆃🆃●　
中
堅
作
家
を
紹
介
す
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト・イ
ン・レ
ジ
デ
ン
ス「
‰（
パ
ー
ミ
ル
）」開
始

和
綿
と
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
実
験
栽
培
着
手

高
須
地
区
を
回
る
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
な
く
な
る

拠
点
の
修
繕
を
兼
ね
た
美
術
作
品
の
恒
久
設
置
を
開
始

「
高
須
ハ
ウ
ス
か
わ
ら
版
」発
行
開
始

若
手
作
家
を
支
援
す
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト・イ
ン・レ
ジ
デ
ン
ス「
%（
パ
ー
セ
ン
ト
）」開
始

ひ
だ
ま
り
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
共
催
で

「
ひ
だ
ま
り
の
ひ
マ
ル
シ
ェ
」ス
タ
ー
ト

東
京
藝
術
大
学
よ
り
福
利
施
設
運
営
受
託
が
決
定

小
野
寺
美
穂（
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
）参
画

「
藝
大
食
堂
」プ
レ
オ
ー
プ
ン

取
手
市
に
よ
り
井
戸
か
ら
公
共
水
道
に
切
り
替
え
工
事

台
風
で「
高
須
ハ
ウ
ス
」の
屋
根
が
一
部
飛
ぶ

「
藝
大
食
堂
」グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

岩
間
賢
が
プ
ラ
ン・ド
ロ
ー
イ
ン
グ
制
作（
次
頁
参
照
）

食
の
記
憶
と
音
楽
の
ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
み
の
り
ラ
ン
チ
」ス
タ
ー
ト（
企
画
：
幅
谷
真
理
）

藝
大
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ラ
ボ
連
携
事
業
開
始

東
京
藝
術
大
学
取
手
校
地
と
連
携
し

《
半
農
半
芸
》を
軸
と
し
た
人
材
育
成
事
業
実
施

T
A
P
の
主
な
事
務
所
機
能
を

「
高
須
ハ
ウ
ス
」か
ら「
藝
大
食
堂
」に
移
転

「
耕
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」ス
タ
ー
ト

取
手
校
地
内
環
境
整
備
と
し
て
伐
採
、開
墾
進
む

秋
に
ヤ
ギ
を
迎
え
る
予
定

🆃🆃🆃🆃🆃🆃🆃🅶●🅶🆃🆃🅶🅶🆃🅶🅶●🅶🅶🅶

対談

🆃 TAKASU HOUSE｜2013–

高須ハウス。約200世帯が暮らす取
手の東端・高須地域にあった旧農協
出張所を改修し、作品制作・展示や、
地域調査や農作業、ワークショップが
できる拠点として活用。同地域の住民
や団体と連携し、マルシェの実施や地
域のお祭りなどに参加している。

🅶藝大食堂｜2017–

東京藝術大学の学生を食で支える学
食であるとともに地域の人も利用でき
る食堂。食を囲む場であり、耕す活動
の拠点であり、体験型の企画やイベン
トなども実施し、多層的な展開を見せ
つつある。藝大に関わる作家の作品に
触れられる場としてギャラリーも併設。

🅸稲（いな）500坪｜2011–2013

取手の中央部にほど近い遊休農地が
はじまりの場所。活動する土地の実
験的自力除染と数値測定を進めなが
ら、ピクニックを皮切りに、作物の栽
培実験や青空料理教室など体を動か
し食を囲み、研究会を通じて今何が
できるかを探る活動を続けた。

2014

2015

2016

2017

2018

2019

2020

2013

2012

2011

2010

2010

2020

羽原康恵（はばら・やすえ）
アートコーディネーター／NPO法人取手アートプロジェ
クトオフィス理事・事務局長。1981年高知県生まれ、広
島、三重育ち。筑波大学大学院人間総合科学研究科
芸術学専攻（芸術支援学）修了。大学院在学中にTAPイ
ンターン、静岡県文化財団勤務を経て、結婚・出産を機
に取手に戻り現職。現在は藝大食堂のおばちゃん役も。

綿花の実験栽培のため高須の土地を耕す。
現在は若い芸術家が野菜を育てる畑に

若い作家たちが地域に関わりながら制作
し、その成果を発表する（成田優之展示風景）

半
農
半
芸
の
あ
ゆ
み

※1＝芸術家が集まり、有機的な連携を土台に独自の芸術表現や価値の創出、仕組みづくりなどを目指して活動する集団のこと。また、その活動形態。

History
of

Hanno
Hangei

History
of

Hanno
Hangei

藝
大
食
堂
の
土
台
に
あ
る
の
は
、

郊
外
の
ま
ち
、取
手
を
舞
台
に
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト《
半
農
半
芸
》。

こ
の
活
動
の
は
じ
ま
り
は
、郊
外
で
営
ま
れ
る〝
農
〞に
着
目
し
、

若
い
芸
術
家
た
ち
が
表
現
の
道
を
全
う
す
る
生
き
方
の
実
践
に
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
開
始
直
後
に
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
こ
と
で
、

取
手
の《
半
農
半
芸
》は
芸
術
家
を
は
じ
め
、活
動
に
関
わ
る
そ
れ
ぞ
れ
が
、

自
ら
が
立
つ
土
地
を
知
り
、ど
う
生
き
て
い
く
の
か
を
探
る
活
動
に
形
を
変
え
ま
す
。

5
0
0
坪
の
遊
休
農
地
、旧
農
協
事
務
所
、そ
し
て
学
生
食
堂
。

た
ど
っ
て
き
た
旅
程
は
、ど
こ
に
続
い
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

10
年
の
節
目
を
前
に
、と
も
に
歩
ん
で
き
た
2
名
が
語
り
ま
す
。

岩間賢（いわま・さとし）
美術家／TAP《半農半芸》ディレクター・藝大食堂統括
ディレクター。1974年千葉県生まれ。東京藝術大学大
学院美術研究科博士後期課程修了後（ph.D）、文化庁
芸術家在外研究員として中国で創作活動。場と人の対
話を生み出す作品や舞台、プロジェクトなどを国内外で
展開。愛知県立芸術大学美術学部准教授。

取手アートプロジェクト実施本部・事務局長

美術家・TAP《半農半芸》ディレクター

羽原康恵

岩間賢
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1

2 3

大
利
根
交
通
バ
ス
は
、
JR
常

磐
線
以
東
地
域
か
ら
利
根
町

を
中
心
に
路
線
を
の
ば
す
バ

ス
会
社
で
あ
る
。
1
9
4
9
年
創
業
。
大

手
バ
ス
の
路
線
が
大
通
り
を
行
く
中
、
取

手
駅
か
ら
利
根
町
を
つ
な
ぐ
路
線
な
ど
、

地
域
住
民
の
足
と
し
て
細
や
か
な
路
線
を

配
置
し
、
地
元
に
愛
さ
れ
て
き
た
。
同
僚

た
ち
か
ら
〝
と
く
ち
ゃ
ん
〞
と
愛
称
で
呼

ば
れ
る
早
川
さ
ん
。
大
利
根
交
通
で
運
転

手
と
し
て
働
く
こ
と
は
、
幼
い
頃
か
ら
の

夢
だ
っ
た
の
だ
と
語
る
。

「
こ
の
辺
り
で
生
ま
れ
育
っ
た
の
で
、
昔

か
ら
知
っ
て
い
ま
し
た
。
赤
と
白
の
こ
じ

ん
ま
り
し
た
バ
ス
…
…
い
い
で
す
よ
ね
。 

い
わ
ゆ
る
バ
ス
オ
タ
ク
な
ん
で
す
。
違
う

会
社
に
就
職
し
た
も
の
の
、
モ
ヤ
モ
ヤ
し

て
い
て
。
そ
ん
な
時
、
趣
味
の
バ
ス
旅
で

鴨
川
か
ら
千
葉
駅
ま
で
の
高
速
バ
ス
に
乗

っ
た
ん
で
す
。
そ
の
時
の
運
転
手
が
と
て

も
い
い
方
で
、
終
点
ま
で
来
た
時
に
運
転

手
に
な
り
た
い
ん
で
す
と
打
ち
明
け
た
ら
、

や
り
な
さ
い
、
と
応
援
し
て
も
ら
え
て
。

大
型
二
種
免
許
と
っ
て
、
ま
ず
一
番
に
大

利
根
交
通
バ
ス
に
電
話
し
ま
し
た
」

　

当
時
、
大
利
根
交
通
バ
ス
の
求
人
が
な

か
っ
た
た
め
、
別
会
社
で
の
運
転
手
を
経

て
か
ら
同
社
に
入
社
し
た
早
川
さ
ん
。
前

の
会
社
と
の
違
い
に
驚
い
た
と
い
う
。

「
地
元
の
生
活
の
路
線
な
の
で
、
だ
ん
だ

ん
顔
見
知
り
に
な
っ
て
。
飴
を
く
れ
た
り
、

コ
ー
ヒ
ー
を
差
し
入
れ
て
く
れ
た
り
、
名

前
で
呼
ん
で
く
れ
た
り
す
る
こ
と
も
多
い

で
す
。
こ
の
前
な
ん
か
、
道
端
か
ら
私
に

気
づ
い
て
手
を
振
っ
て
く
れ
た
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
も
い
ま
し
た
。
時
間
に
追
わ
れ
な
い
、

ロ
ー
カ
ル
な
ら
で
は
の
ゆ
と
り
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
10
年
、
飽
き
も
せ
ず
億
劫
に
も

な
ら
ず
仕
事
に
取
り
組
め
て
い
る
の
は
こ

の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
ね
」

　

趣
味
の
バ
ス
旅
は
、
今
も
続
い
て
い
る
。

た
だ
し
、
一
人
旅
か
ら
家
族
旅
に
変
わ
っ

た
。
奥
さ
ん
と
の
出
会
い
も
乗
務
し
て
い

た
バ
ス
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

「
一
番
好
き
な
の
は
、
エ
ン
ジ
ン
の
上
。
つ

ま
り
後
部
座
席
で
す
ね
。
サ
ウ
ン
ド
を
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
仙
台
に
行
っ
た

と
き
、
運
転
手
が
う
ち
の
子
供
に
と
て
も

よ
く
し
て
く
れ
て
、
降
り
た
後
も
外
マ
イ

ク
で
〝
バ
イ
バ
イ
〞
な
ん
て
声
か
け
て
く

れ
た
の
で
、
早
速
、
私
も
マ
ネ
し
て
い
ま

す
（
笑
）。
自
分
が
運
転
す
る
と
き
に
一

番
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
も
、
挨
拶
や
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
で
す
ね
。
安
心

安
全
は
も
ち
ろ
ん
、
心
地
よ
く
過
ご
し
て

も
ら
え
る
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
。
県

内
…
…
い
や
日
本
で
一
番
、
地
域
で
愛
さ

れ
る
会
社
を
こ
れ
か
ら
も
つ
く
っ
て
い
き

た
い
で
す
」

そ
う
力
強
く
語
る
早
川
さ
ん
に
、「
い
い

こ
と
言
う
ね
〜
。
と
く
ち
ゃ
ん
」
と
遠
く

の
方
か
ら
笑
顔
の
ヤ
ジ
が
飛
ん
だ
。

生
ま
れ
育
っ
た
こ
こ
は
田
舎
で
、
好
き
じ
ゃ

な
か
っ
た
の
。
短
大
か
ら
は
東
京
に
か
ぶ
れ
て
、

結
婚
後
も
東
京
で
長
く
暮
ら
し
て
た
ん
だ
け
ど
、

取
手
に
ま
た
帰
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
田

ん
ぼ
の
ど
真
ん
中
よ
。
ど
ん
よ
り
し
て
た
わ
け
。

で
も
、
来
て
み
た
ら
、
頑
張
っ
て
輝
い
て
る
人

た
ち
が
い
て
、
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝

い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
た
ら
楽
し
く

て
ね
。
あ
る
行
政
の
人
か
ら
マ
ル
シ
ェ
を
や
ら

な
い
か
と
誘
わ
れ
て
。
そ
れ
が
「
ひ
だ
ま
り
の

ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
※
）」
の
は
じ
ま
り
。
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
マ
ル
シ
ェ
が
流
行
り
は
じ
め
て
た

頃
だ
っ
た
な
。
つ
く
っ
て
る
人
を
知
れ
る
こ
と

で
愛
着
が
湧
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
る
。

背
景
を
知
る
面
白
さ
と
い
う
か
、
新
し
い
も
の

の
見
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ア
ー
ト
も
そ
う
だ
よ
ね
。
も
っ
と
崇
高
な
も

の
だ
と
思
っ
て
た
の
よ
。
最
初
は
。

T
A
P
さ
ん
と
の
出
会
い
は
回
覧
板

で
知
っ
た
高
須
ハ
ウ
ス
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
。
こ
ん
な
田
舎
で
こ
ん
な
こ
と

が
！
と
い
う
衝
撃
で
。
私
だ
け
で
は

な
か
な
か
近
寄
れ
な
か
っ
た
ん
だ
け

ど
、
子
ど
も
を
通
し
て
関
わ
り
は
じ

め
て
。「
ひ
だ
ま
り
の
ひ
マ
ル
シ
ェ
」

を
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
と
言
わ
れ

た
時
も
、
私
た
ち
と
は
世
界
が
違
う
の
で
は
？

っ
て
思
っ
た
け
ど
、
こ
れ
ま
で
の
関
わ
り
の
中

で
、
ア
ー
ト
っ
て
意
外
と
生
活
の
中
に
あ
る
も

の
だ
っ
て
な
ん
と
な
く
感
じ
取
り
は
じ
め
て
い

た
か
ら
、
実
現
で
き
た
か
な
。
岩
間
さ
ん
だ
っ

て
、
最
初
は
、
次
元
が
違
う
人
だ
っ
て
思
っ
て

た
。
岩
間
さ
ん
の
ス
タ
ン
ス
、
私
た
ち
の
ス
タ

ン
ス
、
お
互
い
に
大
事
な
も
の
出
し
合
っ
て
、

折
り
合
っ
て
続
い
て
い
る
。
時
間
を
か
け
た
分
、

お
互
い
の
こ
と
を
尊
重
し
て
い
い
感
じ
で
や
れ

て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
感
謝
で
す
。 

世
の
中
に
は
こ
う
じ
ゃ
な
い
と
ダ
メ
、
み
た

い
な
の
多
い
じ
ゃ
な
い
？
　
大
人
は
こ
う
、
母

親
は
こ
う
、
み
た
い
な
の
。
子
ど
も
た
ち
の
世

界
も
み
ん
な
と
一
緒
じ
ゃ
な
い
と
不
安
っ
て
い

う
こ
と
も
多
い
と
思
う
の
よ
ね
。
で
も
、
ア
ー

ト
に
関
わ
っ
て
、
す
ご
く
自
由
に
な
っ
た
。
上

手
に
絵
を
描
く
だ
け
が
ア
ー
ト
じ
ゃ
な
い
こ
と

を
知
っ
た
か
ら
。
田
ん
ぼ
の
真
ん
中
の
高
須
で

起
き
た
一
つ
一
つ
の
出
来
事
、
思
い
出
す
だ
け

で
ジ
ー
ン
と
き
ち
ゃ
う
ね
。 

何
か
の
括
り
に
と

ら
わ
れ
ず
に
い
ろ
ん
な
人
と
繋

が
っ
て
、
み
ん
な
が
楽
し
い
こ

と
を
や
り
は
じ
め
て
る
。
そ
れ

を
感
じ
て
い
ら
れ
る
こ
と
が
す

ご
く
嬉
し
い
の
。

羽
田
陽
美（
は
ね
だ 

は
る
み
）
さ
ん

※「ひだまりのまちプロジェクト」自分らしく過ごせるまちをめざして、取手を中心に人とまちをつなげる活動を続ける団体。

1.「名前を入れたときの感動は忘れない」と早川さん　2.オススメは後部座席　3.よく磨かれた運転席が早川さんの向き合い方を語る

←「ひだまりのひマルシェ」での羽田
さん。TAPと協働で2016年より《半農
半芸》（ディレクター：岩間賢）の拠点
高須ハウスで毎年開催しています。

と
り

で

No.5

【
ひ
だ
ま
り
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

こ
う
あ
る

べ
き
は

解
放

だ
ん
だ
ん
ね

あ
の
人・この

人
に

インタビュー
!
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大利根交通バス
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早 川 徳さん
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WORK IN TORIDEWORK IN TORIDE

大利根交通自動車株式会社
d［営業時間］8:30–20:00 

a［本社］茨城県龍ヶ崎市北方町1954-1

　 北方営業所（北方車庫バス停）
b0297-62-5310  chttp://otonekotu.com/
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う
甘
さ
も
あ
る
よ
ね
。
時
間
は
切
っ
て
も
身
銭

は
切
っ
て
い
な
い
差
を
つ
く
り
手
と
し
て
は
感

じ
て
た
。
あ
と
一
人
で
や
っ
て
い
る
身
か
ら
考

え
る
と
、
組
織
に
な
る
と
こ
ん
な
に
も
進
ま
な

い
の
か
な
っ
て
。
の
ち
の
ち
に
諸
処
の
対
応
と

か
あ
る
の
が
わ
か
っ
て
く
る
け
ど
。

羽
原
　
こ
の
10
年
は
T
A
P
に
と
っ
て
も
、
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
時
代
（
※
２
）
に
染
み
つ
い
た

仕
組
み
を
切
り
替
え
る
た
め
の
、
つ
ま
り
単
年

度
で
は
終
わ
ら
な
い
、
長
期
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
運
営
し
直
す
た
め
に
体
制
を
整
え
て

い
こ
う
と
す
る
10
年
で
し
た
。《
半
農
半
芸
》

の
旅
は
、
T
A
P
の
事
務
局
法
人
化
後
の
試
行

錯
誤
と
も
重
な
っ
て
い
て
。
活
動
が
途
上
で
な

く
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
地
域
の
中
で
の
ア
ー

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
食
べ
て
い
け
る
仕
事
に
す

る
っ
て
い
う
の
は
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
も
あ

り
ま
し
た
。
成
り
立
ち
か
ら
も
T
A
P
は
藝
大

や
取
手
市
と
い
っ
た
基
盤
の
強
い
も
の
に
守
ら

れ
て
、
破
綻
は
し
な
い
け
ど
中
身
が
経
営
的
に

は
固
ま
ら
な
い
ま
ま
続
い
て
き
た
。
で
も
今
は
、

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ど
う
自
活
し
て
い
く

か
っ
て
い
う
と
こ
ろ
を
よ
う
や
く
探
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
な
と
。

岩
間
　
作
家
は
基
本
経
営
能
力
が
な
い
と
生
き

て
い
け
な
い
か
ら
ね
。
あ
と
は
中
国
へ
の
留
学

を
通
じ
て
、
も
の
を
買
う
の
も
道
を
探
す
の
も
、

暮
ら
す
こ
と
全
て
に
お
い
て
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ

て
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
か
ら
、
危
機
管
理

能
力
は
相
当
磨
か
れ
た
か
も
。

羽
原
　
こ
の
10
年
で
岩
間
さ
ん
に
危
機
管
理
能

力
を
鍛
え
て
も
ら
っ
て
き
た
気
が
し
て
ま
す
。

安
定
的
な
運
営
と
い
え
る
ま
で
は
ま
だ
ま
だ
課

題
だ
ら
け
で
す
が
、
病
院
と
か
学
校
み
た
い
に

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
存
在
す
る
可
能
性
を

思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
10
年
、
場
所
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
常
に
《
半
農
半
芸
》
は
揺
れ
動

い
て
き
た
。
行
き
つ
戻
り
つ
し
な
が
ら
こ
こ
に

至
っ
て
思
う
の
は
、
生
活
の
な
か
に
自
分
が
大

切
に
し
た
い
感
覚
を
見
つ
け
ら
れ
る
場
所
が
常

に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
目
指
し
た
い
っ
て
い

う
こ
と
で
す
ね
。

半
農
半
芸
を

か
か
げ
る
と
い
う
こ
と

そ
し
て
こ
の
先

羽
原
　
取
手
校
地
で
の
人
材
育
成
事
業（
※
３
）

で
、
講
師
に
お
呼
び
し
た
元
メ
セ
ナ
協
議
会
専

務
理
事
の
加
藤
種
男
さ
ん
か
ら
、「《
半
農
半
芸
》

を
か
か
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
生
産
し
続
け
る

覚
悟
を
し
た
、
っ
て
い
う
こ
と
」
と
い
う
投
げ

か
け
が
あ
り
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
、
今
一
度

腹
を
く
く
れ
た
印
象
的
な
言
葉
で
も
あ
っ
た
の

で
す
が
、
岩
間
さ
ん
が
今
《
半
農
半
芸
》
テ
ー

マ
に
つ
い
て
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

岩
間
　
粛
々
と
、
生
き
ら
れ
る
土
壌
を
つ
く
っ

て
い
く
っ
て
こ
と
だ
ろ
う
な
と
は
思
う
。「
農

と
芸
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
震
災
以
降
各

地
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
取
り
組
ま
れ
て

き
て
、
一
定
の
飽
和
状
態
を
超
え
て
減
少
し
て
、

今
も
継
続
し
て
い
る
地
域
が
あ
る
。
取
手
で
の

《
半
農
半
芸
》
は
、
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
た

め
の
言
葉
に
し
た
ら
い
い
と
も
思
っ
て
い
て
。

頭
で
は
理
解
し
て
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
や

っ
た
こ
と
が
な
い
人
た
ち
に
。
木
の
皮
む
い
た

り
、
穴
を
掘
っ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
を
含
め
て
、

身
体
感
覚
が
あ
ま
り
な
い
若
い
世
代
を
育
て
て

い
く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
い
く
。
ぼ
く

ら
は
《
半
農
半
芸
》
よ
り
も
も
っ
と
密
度
を
濃

く
し
て
、
違
う
視
座
で
動
い
て
い
く
の
か
も
し

れ
な
い
ね
。
ま
さ
に
生
み
出
す
こ
と
を
。

羽
原
　《
半
農
半
芸
》
の
10
年
を
通
し
て
、
花

を
咲
か
せ
る
た
め
に
は
、
耕
す
こ
と
の
さ
ら
に

手
前
に
、
雑
草
を
刈
っ
て
、
根
っ
こ
切
っ
て
ひ

ろ
っ
て
、
石
を
取
っ
て
、
っ
て
い
う
リ
ア
ル
な

プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
生
み
出
す
ま
で
の
道
の
り
が
腑
に
落
ち
て

き
た
と
い
う
か
。

岩
間
　
ね
、
前
か
ら
ず
っ
と
、
ま
ず
は
草
刈
り

だ
っ
て
い
っ
て
た
で
し
ょ
。

羽
原
　
食
堂
も
は
じ
ま
り
は
草
刈
り
で
し
た
ね
。

こ
こ
で
岩
間
さ
ん
が
時
々
厨
房
に
も
立
っ
て
包

丁
を
握
っ
て
る
っ
て
い
う
こ
と
を
、
食
堂
に
来

て
目
撃
し
て
び
っ
く
り
す
る
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
2
0
1
9
年
の
秋
に
そ
れ
こ
そ
「
耕

す
人
」
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
野
外

環
境
に
手
を
入
れ
る
活
動
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

最
近
の
岩
間
さ
ん
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
片
手
に
、

ど
ん
ど
ん
木
を
伐
採
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
さ
て
、
ど
う
し
ま
し
ょ
う
。

岩
間
　
包
丁
も
好
き
だ
よ
。
今
は
ユ
ン
ボ
を
練

習
中
。
あ
っ
ち
に
い
っ
た
り
、
こ
っ
ち
に
い
っ

た
り
、
い
ろ
い
ろ
試
し
て
き
た
こ
の
10
年
で
、

活
動
と
し
て
認
知
と
理
解
は
さ
れ
た
。
よ
う
や

く
や
っ
て
い
く
上
で
の
強
度
、
協
力
、
賛
同
が

得
ら
れ
は
じ
め
た
の
か
な
と
思
う
。
だ
か
ら
こ

の
先
と
い
う
よ
り
、
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
て
た
か
な
。
だ
か
ら
、
こ
こ
か
ら
は
実

現
し
て
い
く
10
年
に
な
る
。
取
手
の
な
か
を
め

ぐ
り
な
が
ら
、
ひ
と
ま
ず
の
旅
が
終
わ
っ
た
。

次
に
向
け
て
だ
ね
。

羽
原
　
そ
う
で
す
ね
。
こ
の
活
動
が
い
ろ
ん
な

人
の
人
生
の
旅
の
道
連
れ
に
な
れ
る
と
い
い
な

ぁ
と
思
い
ま
す
。

藝大取手校地における
プレイ・グラウンド｜2018

岩間賢が描いたプランドローイング。
これまでの半農半芸の考え方や活動
を基礎にしたさまざまな循環の仕組み
と、大地の開墾からはじめるゼロから
のものづくりの現場が夢想されてい
る。関わる人の想いややりたいことを
重ねながら形づくっていく。

※2＝1999年に発足した取手アートプロ
ジェクト（TAP）は2009年まで秋に会期を
設定し、市内での展覧会型事業を実施し
ていた（現代美術の公募展とオープンスタ
ジオを毎年交互に開催）。
－

※3＝東京藝術大学取手校地主催「半農
半芸と食・教育・観光－創造型体験サー
ビス産業人材育成事業」（2018年度経済
産業省補助事業）

風景と食設計室ホーによる、取手アートパ
ス2017での食の体験型パフォーマンス

食堂前のはらっぱで茨城大学からヤギと安
江健教授を迎えて小沢剛とスケッチ大会
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た
い
け
ん
美
じ
ゅ
つ
場
オ
ー
プ
ン

!
E

d
it 五

十
殿
彩
子
　

P
h

o
to

 加
藤
甫
、中
川
陽
介

 

0
1
9
年
12
月
、
J
R
常
磐
線
取
手
駅

に
直
結
し
た
駅
ビ
ル「
ア
ト
レ
取
手（
旧

ボ
ッ
ク
ス
ヒ
ル
取
手
）」
の
4
階
に
「
た
い
け
ん

美
じ
ゅ
つ
場
（
V
I
V
A
）」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

フ
ロ
ア
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
公
開
型
作
品
収

蔵
庫
「
東
京
藝
大
オ
ー
プ
ン
ア
ー
カ
イ
ブ
」、

思
い
思
い
に
す
ご
せ
る
「
V
I
V
A
パ
ー
ク
」、

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
工
作
室
、
旅
と
ア
ー
ト
に

ま
つ
わ
る
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど
が
設
置
さ
れ
た

文
化
交
流
施
設
で
あ
る
。
V
I
V
A
の
ネ
ー
ミ

ン
グ
と
ロ
ゴ
は
、
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
長

の
日
比
野
克
彦
氏
が
手
が
け
て
い
る
。

　
一
角
に
突
如
現
れ
る
漆
黒
の
収
蔵
庫
は
、
公

開
時
間
に
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
入
室
が
可
能
。

静
け
さ
の
中
で
光
に
浮
か
び
上
が
る
作
品
群
を

貸
切
気
分
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
人
気
だ
。

こ
れ
ま
で
、
美
術
鑑
賞
に
あ
ま
り
縁
が
な
か
っ

た
と
い
う
方
、
ア
ー
ト
活
動
に
参
加
し
た
こ
と

が
な
い
と
い
う
方
も
気
軽
に
度
々
訪
れ
て
く
れ

て
い
る
。
駅
の
上
と
い
う
立
地
だ
か
ら
こ
そ
、

ち
ょ
っ
と
覗
い
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
さ

せ
る
の
だ
ろ
う
。

　
施
設
の
特
徴
の
一
つ
は
居
心
地
の
良
さ
だ
。

フ
ロ
ア
全
体
を
緩
や
か
に
つ
な
ぐ
よ
う
に
、
テ

ー
ブ
ル
や
椅
子
、
カ
ウ
ン
タ
ー
、
ク
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
高
校
生
が
勉
強
を

し
た
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
仕
事
を
し
た
り
、

主
婦
が
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
り
す
る
。
ア

ー
ト
を
目
的
に
し
な
く
て
も
い
ら
れ
る
ま
ち
な

か
の
居
場
所
な
の
だ
。

　
T
A
P
は
、
取
手
の
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
市
民
と
の
つ
な
ぎ
手
と
し
て
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ル
ー
ム
」
に
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
運
営
を

は
じ
め
て
い
る
。
通
勤
通
学
や
買
い
物
の
途
中

に
あ
る
こ
の
空
間
が
ア
ー
ト
と
と
も
に
あ
る
こ

と
で
、
日
常
生
活
か
ら
ち
ょ
っ
と
飛
び
出
し
た

い
と
思
っ
た
と
き
に
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
、

そ
う
い
う
場
所
に
育
て
て
い
き
た
い
。

VIVAパーク。昼間は親子連れや中高
年の方たちが、夕方になると学生たち
がおしゃべりに集う。ワークショップや
トークイベントの会場にもなる。

工作室。メンバー登録で
利用可能。初心者向け利
用講座も実施予定。

東京藝大オープンアーカイブ。東京藝
大の学生が卒業・修了時に制作した作
品を展示している。

O
PEN!

たいけん美じゅつ場
a茨城県取手市中央町2-5

　 アトレ取手4F

d［営業時間］10:00–21:00

※施設毎に営業時間が異なります。

た
い
け
ん

美
�
ゅ
つ
場

オ
ー
プ
ン
！

び ば

アートと人
を結ぶ

アート・コミ
ュニケータ

VIVAでは、
市民がアー

トの世界へ
の

案内人とし
て活躍する

。日常をわく
わく

させる「た
いけん」と「

まなび」を
生み

出すべく、講
座や実習を

経て対話型
鑑

賞プログラ
ムなどをア

テンドして
いく。

※毎年1月
頃から新規

メンバーを
募集予定

取手駅
ビルで

アートと
の出会

い

Art 
Communicator

LAB

VIVA Park

Learning Room Library

Project Room

atre toride 4F

Open Archive Close Archive

Toride Art Gallery

大人から子どもまでみんな楽しもう

https://viva-toride.com/

Incubation × Cultivation × Innovation

2

耕す・すごす・つくる
藝大食堂でアートな週末！

くわしくは ウィークエンド藝大食堂 で　検索!

WEEKEND GEIDAI SHOKUDO

Post Suburbia   TORIDE ART PROJECT PAPERhttps://toride-ap.gr.jp
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